
 

 

 

 

本や新聞、雑誌などから得る情報は、視覚的にもわかりやすく、自分の必

要な情報を比較的探しやすいと思います。 

なかでも、図書館には多くの資料があるので、活用してみましょう。 

 

 

 

● 公共図書館を利用する 

● 専門図書館を利用する 

● 患者図書館を利用する 

 

 

公共図書館を利用する 

 

最近では、一般の方々の健康や医療への関心が高まり、わかりやすく書か

れた、一般の方向けの医療関連資料がずいぶんと発行されるようになりま

した。 

医療・健康関連の雑誌もいろいろ出ています。 

公共図書館でも、このような医療関連の本を置くところが増えています。 

気軽に立ち寄れる公共図書館を活用してみましょう。 

 

専門図書館を利用する 

 

大学の医学図書館などの専門図書館でも、一般の方も申し込めば資料の

閲覧やコピーをとることができる施設が出てきました。 

なお、国立大学の図書館は、一般市民が制限なく利用できるようになって

います。 

 「医学図書館の一般公開」に関する情報は  

http://www.ne.jp/asahi/citizen/information/  でご確認下さい。 

 

図書館で情報を探すとき 
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http://www.ne.jp/asahi/citizen/information/


患者図書館を利用する 

 

医療機関に「患者図書館（あるいは図書室、情報コーナーなど）」を設置し

ているところが少しずつ増えてきました。 

たとえば、静岡県立静岡がんセンターの患者図書館「あすなろ図書館」で

は、インターネットで所蔵資料の検索ができますので、本を購入したり探し

たりする際に参考になります。 

 

 

 

 

静岡がんセンター内の患者図書館にある資料（本、雑誌、ビデオ、DVD など）

を紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「あすなろ図書館の資料」をみる 
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『医療・健康･福祉関連資料リスト』 

あすなろ図書館所蔵の医療･健康･ 

福祉関連資料リストは、こちらから 

ご覧になれます。 

               

『医療・健康雑誌検索』、『静岡がん

センター講演ビデオ集』も同様にみ

ることができます。 


